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はじめに 
 
『誰先到了重慶』は 1942 年に発表された老舎の劇作品である。(注 1) 
老舎は 1939 年から劇の創作を開始している。これ以前に豊富な「小説」「散文」等の創
作経験はあったが、白話劇はまだ書いたことがなかった。(注 2)老舎が白話の劇の創作を始
めるのは、重慶に移った後で、『残霧』(1939)が最初の作品である。そしてこの後、日中戦
争時期に重慶で『国家至上』(1940) 『張自忠』(1940)『面子問題』(1941) 『大地龍蛇』(1941) 
『帰去来兮』(1942) 『誰先到了重慶』(1943)『王老虎』(1943)『桃李春風』(1943)をものに
している。 
この重慶時期の劇のうち、『残霧』から『帰去来兮』までの六つの劇についてはすでに考
察したことがある。(注 3) 
この時期の老舎の劇はどれも「抗戦劇」と言うことができよう。これらの劇の根底には
「抗戦」は絶対であるという基準が置かれており、基本的にはどれも劇を観客に見せるこ
とで、観客の気持ちを「抗戦」へと向かわせることを最大の目的としている。それ故「抗
戦」が終わってしまえば無用の長物の如き印象を持たれ、上演されないのはもとより、余
り顧みられることもなく、概して評価も高くないように見受けられる。(注 4) 
だが、これらの劇作品を実際に一つ一つ仔細に検討してみると、劇の完成度はかなり高
く、それぞれ独特の物語展開が導入され、登場人物も個性的であり、面白い老舎の作品世
界が出来上がっている。また、従前の小説のジャンルから辿ってきた者には、例えばこれ
まで小説で取り上げていたテーマ、その表現の仕方が「抗戦」に直面して微妙に変化して
いること等も見て取れそうである。(注 5)今後、さらに、この時期の劇作品のこういった部
分を確実に把握するためにも、また老舎が当時日中戦争、日本人をどのように捉えている
のか等を理解するためにも、或いは老舎文学の全貌を捉まえるためにも、もっとそれぞれ
の作品を詳細に検討する必要があると考えている。 
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この小論では『誰先到了重慶』を検討してみたい。方法としては、これまでの劇作品の
考察の成果に基づき(注 6)、老舎独特の人物の創作、それを基に如何に「観客の気持ちを『抗
戦』へと向かわせ」ようとしているか、そして、そこにどのような作者の主張が見られる
のか等を中心に検討して行く。そして、この考察を通じて、これまでの劇との関連、さら
には、以後も老舎は劇を書くことになるのだが、その劇へと展開する、その仕方といった
ことを見極めたいと考えている。 
 
 
一 
 
まず、この『誰先到了重慶』の舞台となっている場所に注目したい。この作品は四幕構
成で、第一幕のト書きに以下のように書かれている。 
「時期 民国 31 年春の暮れ、 場所 北平皇城の下 呉宅」(注 7) 
民国時代には北京のことを北平と言っていた。このト書きにあるように、この物語はそ
の北京が舞台になっている。(注 8)これ以前の劇で北京を舞台にしたものはなく、北京を舞
台にしたものという点では、この『誰先到了重慶』が初めてということになる。この点で
も、劇のジャンルでは、新たな試みをしていると見ることもできよう。(注 9) 
では、北京を舞台にすることで作品にどのようなことが起こるのか。まずこのようなこ
とを少し述べておきたい。北京は、この時期、つまり民国 31 年（1942 年）にはすでに｢日
本人｣（この作品では「日本人」と書かれ｢日本軍｣という書き方はないが、寧ろ「日本軍」
とした方がピッタリするようなところもあると考える。だが、あくまで原作の表記を生か
し、ここでは、カッコ付きで｢日本人｣と表記しておきたい）によって占領されていた。被
占領下ということになれば、中国人の登場人物は、概ね①｢日本人｣に抵抗、或いはそれを
攻撃するグループ、②｢日本人｣の統治に積極的に協力、加担、或いはその統治を利用しよ
うとしているグループ、③｢日本人｣に抵抗しようか、でも怖い、ともかく彼らに協力はし
ないがこの今の状況をどうにかやり過ごそうとする気持ちのグループ、に分けることがで
きるだろう。 
この時、北京を舞台にした場合、北京は「日本人」の統治下なのだから、②のグループ、
つまり、「日本人」の軍事力をバックに、漢姦、或いは漢姦の手先になって働いている人々
が幅をきかせる状況が、色濃く出現することになると考えられる。それ故、劇の中には、
例えば彼らが奔放に自国民に対し悪辣な行為を行ったり、「抗日」活動を行っている（時に
は無実の）人々に激しい弾圧を加えたり、さらには、それらの人々を検挙、時には殺害す
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るような場面が登場してくるだろう。 
一方、「抗日」活動ということになると、占領下の北京か、或いはそうでない地域ではそ
の様相が全く異なってくる。北京での「抗日」活動の方は困難を窮め、活動家たちは地下
に潜ることになる。逆にそうでない場所では、漢姦の方が深く姿を隠すことになる。 
このように舞台が北京かどうかで作品の描き方がかなり違ってくるように思われる。そ
れ故、この劇のように、北京を舞台にした時、作品が「抗戦劇」として成功するか否かは、
①のグループは表面からは見えなくなってしまうこともあり、「日本人」の横暴さの表現は
いうまでもなく、寧ろ②のグループ、特に、漢姦、或いは漢姦の手先が、どれだけ憎んで
も憎みきれないほどの人物として描き出され、そして更にその憎しみを如何に巧みに｢日本
人｣の方に振り向けられているか、にかかっていると考える。 
 
 
二 
 
また、この劇では「始まり方」がト書きで次のように指定されている。 
 
幕が開く前の数分間、強烈なスポットライトの光が舞台に向けられる。まだ開けら
れていない幕に、重慶の精神保壘（注 10）、或いは別の壮観な建築の影が映し出される。
その幕の前にラジオが置かれ、まず音楽――『義勇行進曲』の類のような抗戦歌が流
され、その後で、以下のようなニュースが放送される。「重慶ラジオ放送、ニュースを
お伝えします。北平の、呉鳳鳴、呉―鳳―鳴義士は、国のために売国奴に立ち向かい、
大物売国奴の胡継江、及び日本駐平武官の酉島七郎を殺害し、呉鳳鳴義士もまた身を
国に捧げました。政府は通達を出し、呉―鳳―鳴義士を表彰する･････ということにな
りました。」必要なら二回読んでも良い。／ニュースを読み終わったら、再び音楽を流
す。その後、照明を消し、ラジオを撤去し、終了しだいすぐに幕を開ける。(注 11) 
 
この劇では物語の結末が先に明らかにされている。この手法の効果については、この劇
の内容から見て、以下のようなことが考えられる。 
① 呉鳳鳴が実際に「抗日」活動している内容は少ない。｢抗日｣の活動家であれば誰でも、
｢日本人｣占領下の北京では、この事実を、本人も他人に隠すだろうし、劇でも作者は
このように表現することになり、正体は誰からも見破られないだろう。もしこのよう
であれば、観客の方は、劇の重要部分である、台詞の背後の意味、危険な相手との微
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妙な駆け引きが理解できないかもしれない。だから、この劇ではこのところを補い、
最初から観客に鳳鳴の正体を明かしているのである。そうすれば、幕が上がった瞬間
から、観客は鳳鳴の立場を理解し、物語の展開に於ける緊張、スリルを味わい、彼自
身の苦悩、矛盾に付き合うことになる。特に第一幕はこの手法が成功している。 
② また、幕が上がる前に呉鳳鳴が死ぬことを観客に知らせるのだから、劇中では最初か
ら最後まで「呉鳳鳴がなぜそのような運命を辿ることになるか」の興味が観客を引っ
張って行くことになるだろう。この「始まり」にはこの効果もある。 
 
 
三 
 
以上のような点を踏まえ、これから、幾つかの場面を取り上げて、それぞれの登場人物
を如何に描き出し、この物語から生まれる悔しさ、悲しさ、そしてそこに起こる憎しみ、
怒りをどのように｢日本人｣に向けているのかといったことを分析することにする。 
（１）〈鳳羽と小馬児が「重慶に行く」ことが近所に知られてしまう〉 
場所は呉家。呉家の主人は鳳鳴で年齢は四十歳、未婚。その弟が鳳羽といい、年齢が二
十二、三歳。この家には他に小馬児
シャオマール
という女性がいる。年齢は鳳羽と同じぐらい。彼女は
「九・一八」（満州事変）の後、北京に流れてきた。これを鳳鳴が引き取りこの歳まで育て
上げた。天真爛漫、身体も小さい。みんなに｢小馬児｣と呼ばれ可愛がられている。 
この劇の事件の発端は以下のようなものである。兄の鳳鳴が弟の鳳羽と小馬児が一緒に
重慶に行くことを許してくれた。小馬児はこの事が嬉しくて友人の董志英に「重慶に行く」
ことを話してしまった。 
小馬児・董志英（手を組んで入ってくる） 
董志英 鳳羽は、本当に行くの。 
呉鳳鳴 志英さん、他の人に絶対に言わないで下さいよ。 
董志英 章仲齋、あのスピーカーの彼、もう知っちゃったわ。 
呉鳳鳴 小馬児ときたら！全く、何てことを。（顔色が変わる） 
小馬児 お兄さん、私とても興奮したの。だから、志英お姉さんに知らせに行ったのよ。
そうすれば、当然、仲齋さんも知ることになるわ。だって同じ長屋に住んでいるんで
すもの。 
呉鳳鳴 仲齋が知ったということは、世界中の人が知ったということなんだ。お前たち、
若い連中ときたら、全く困ったものだ！ 
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董志英 大丈夫、大して問題ないわ。みんな昔からの良い友達だし、隣近所なのよ、誰
かが誰かを陥れようなんてしっこないわよ。 
呉鳳鳴 それが、こんな時期だから、そうとも言えないんだ。(注 12) 
小馬児は、北京が占領下にあるということがどういうことかを、まだよく認識してない。
まだ子供なのである。天真爛漫、人を疑うことをまるで知らない。だから、彼女は自分が
重慶に行けることになり、嬉しさの余り、自分の親しい友人の董にこのことを話してしま
ったのである。鳳鳴はこれを聞いて顔色が変わっている。彼は被占領下の北京が如何なる
状態かをよく知っており、「重慶に行く」ことを他人に知られることがどれほど危険かも
分かっているのである。 
(２) 〈呉家の兄弟と管一飛との「重慶に行く」を巡っての遣り取り〉 
隣人たちが送別会の話をしているところへ、これも隣人の一人、管一飛という人物が、
妙に慇懃な態度で、しかも親しい友人のような顔をして現れる。 
さすがに鳳鳴は管を警戒するが、そこにいる人や弟の鳳羽は無警戒である。鳳鳴は弟を
意図的に管から遠ざけようとする。だが、弟は兄のそれに気づかない。管は、弟から何か
を探り出し、誘導して弟に何かを言わせようと、弟の方ばかりにあれやこれや話しかけて
いるように見える。 
呉鳳鳴 鳳羽、お茶を入れに行け！ 
管一飛 いらないよ、鳳羽くん！話をしよう！どうだい準備は整ったかい。何か手助けが
必要な処があるか。裏道を行くのか、それとも汽車に乗って行くのか。もし汽車で行
くなら特等席で行け、そうすれば検査される面倒が省けるから。駅にも列車にも、俺
にはみな知り合いがいるぞ。俺の言うとおりにしなさい。年下の者は、年上の人の言
うことを聞くもんだ。 
呉鳳鳴 行くか行かないかまだ全然決めていないのです。そんな、たわいない計画だけの
段階なのですよ。 
管一飛 ああ、そうなんですか。でも、若い人は寧ろ少し出て行った方が良いでしょう。
高い山、大きな川を見て、見識を広げるのです。私は今になって後悔しています。漢
口まで行って、またそのまま帰ってくるべきじゃなかった。もっと下って三峡を見、
蜀道がどんなに険しい道なのか見るべきだった。そして、当然ですが、帰ってきても
反政府の仕事はしませんでした。つまるところ気持ちがどうもしっくりしなかった。
良いかい、鳳羽くん、重慶に着いたらしっかり運動するんだよ。こんな時期だから、
運動しないと地位を得ることなんかできないからね。(注 13) 
管の誘導に簡単に乗るととんでもないことになりそうである。 
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(３)〈管一飛、悪玉としての本性を現す場面〉 
中国人の巡査から、ここら付近で二人の日本兵が殺される事件が起こったので、日本の
憲兵が付近の民家を一軒一軒調べて回っており、この家にもやがて憲兵がやって来るとい
う情報がもたらされる。みんなに緊張が走る。 
やがて、憲兵がやって来たが、その場はどうにかやり過ごすことができた。ところが、
小馬児の言葉でまた緊張が走る。 
小馬児 管さん、鳳羽にピストルを返しなさいよ。 
呉鳳鳴 ええ？弟のピストルを取ったのか？ 
管一飛 （慌てて）そう怒鳴るな。怒鳴ることはない。俺はあんた達の命を救ったのだよ。
何か間違った事でもしたのかい？俺がピストルを預からず、もし日本の憲兵が鳳羽の
身体を調べることにでもなったら、どうなったと思う？考えてもみなよ、みんな生き
ていられたかい。 
呉鳳鳴 それはそうです。どうもありがとうございました、菅さん。でももう良いでしょ
う、私に返して下さいよ？ 
管一飛 保険としてもらっとくよ。 
呉鳳鳴 なんですって？ 
管一飛 これは保険としてもらっとく。（外に向かって歩く） 
呉鳳鳴 （一歩で追いつき、管の肩を掴む）返しなさいよ！ 
管一飛 離しな、手を離しなよ、離さないと大声を出すぞ！ 
呉鳳鳴 いいですよ、出したければ、出しなさい！(注 14) 
兄の鳳鳴が自分のピストルを弟の鳳羽に与えていたのだ。鳳羽は、おそらく管の誘導に
引っかかったのだろうが、こともあろうに管にそれを渡してしまっていたのである。親し
い隣人のような顔をして接近して来た管が、卑劣な悪玉の正体を現した瞬間である。ここ
から管の態度も、言葉遣いも変わる。 
｢日本人｣が占領するまでは、この北京の片隅でみんな隣人として助け合い仲良く暮らし
ていた。だから、鳳羽も小馬児も、占領後もみんなそんなふうにしていると思っていた。
ところがそうではなかったのである。それでもまだ「重慶に行く」と関係なく生活してい
る時には、隣人はみんな昔からの友人に見えた。ところが、ひとたび「重慶に行く」こと
を明らかにした途端に、｢日本人｣の手先になっているような隣人がいて、動き始めていた
のである。 
管は秘かにここの家の者に目をつけ何かの秘密を探していた。そして、ついに、この憲
兵の捜査に乗じて、鳳羽から呉家にあったピストルという、動かぬ証拠を手に入れること
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ができたのである。これさえあれば、呉家の者たちを如何ようにもできる。 
 (４) 〈管一飛、呉兄弟の家を奪い取る〉 
管はピストルを口実にして鳳鳴に途方もない要求を突きつける。 
管一飛 みんなの前ではっきり言おう。俺はこの家が欲しいのだ。 
呉鳳羽 何だと？ 
管一飛 もう一度言おう！―――この家をもらう。 
小馬児 管さん、それはどういう意味ですか。 
章仲齋 管さん、聞いて下さいよ。お金とか品物とかだったら、それはどうにかなります
よ。でも、あなた、家をくれというのは、それは誰がどう見たって、余りにもひど過
ぎるのではないですか。 
管一飛 お前は――うるさい――んだよ。 
呉鳳鳴 あなたはこの家が欲しいのですか？ 
管一飛 家をくれなきゃ、お前の命を頂くことになるな。(注 15) 
｢家をくれ！｣ということは、いかにも唐突で、誰も（観客をも含めて）が驚く、余りに
も途方もない要求である。だが、鳳鳴は決断が早い。ピストルが見つかった以上、状況か
ら判断して、もはやこの無茶な要求を飲むしかないことを悟る。どのみち、ピストルを持
っていることが｢日本人｣に知られれば一家の命はないのである。 
呉鳳鳴 ピストルを返してくれたら、家はあなたのものです。 
呉鳳羽・小馬児 ええ？ 
呉鳳鳴 管さん、だからピストルを返してくれませんか。 
管一飛 ピストルは家の権利書と引き替えだ。 
章仲齋 私はこんなふうに家を売った人に会ったことがない。 
呉鳳羽 （また前の方に突っかかって行こうとする） 
呉鳳鳴 鳳羽、止めなさい。菅さん、あなたのおっしゃる通りにしましょう。 
管一飛 鳳鳴、お前はさすがの人物だなあ。ははは！(注 16) 
この劇の第一幕はここで終わっている。この展開には、この劇の背後にある、舞台で演
じられていないもう一つの物語がある。今「日本人」が北京を占領しており、もし「抗日」
的な言動、行動を取ったことが発覚すれば、「日本人」に捕らえられ、直ちに処刑されると
いったことが、北京では、普通に起こっている。つまり、第一幕では管ははっきり言わな
いが、管の「家をくれ」の背後には、この物語があり、この要求を保証しているのである。
このことを鳳鳴はすでに充分知っている。だから、鳳鳴は自分の家を管に与えることをす
ぐ承知したし、一方、管はこんなに簡単に家を奪えたのである。 
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ここに至り、観客の胸には、鳳鳴に同情し、管の言いなりにならなければならない悔し
さ、悲しみ、さらには管に対する恨み、憎しみが沸き上がってくるに違いない。 
 
 
四 
 
第二幕の冒頭で、第一幕では想像もできなかった意外な事実が明らかになる。 
(１)〈董志英、田雅禅の正体〉 
董志英は小馬児と同郷で、二十五歳ぐらい、背が高く美しい。以下の台詞で明らかにな
るのはこの董の正体である。第一幕で、董は小馬児が実の姉のように慕い、自分が重慶に
行くことになった時に真っ先知らせた人物だった。なお田雅禅は董の恋人である。 
田雅禅 志英、君はどうしてそんなに不機嫌なんだい。 
董志英 どうして楽しそうにできるかしら？昨日の午後から今まで、もう何人捕まえた
の？でも、みんなはどんな罪を犯したのよ？嫌疑犯かさえはっきり言えないじゃない。
それなのに、白か黒かなんて関係なく、捕まえてしまえばそれで良いのだなんて、そ
れはあんまりじゃないかしら。彼たちは私たちの同胞よ、私たちの兄弟姉妹なのよ！ 
田雅禅 だったらどうすれば良い。（日本の）あいつらの軍人二人を殺害したんだぞ。皆
殺しにされないだけでもまだましというものなのだ。そもそも一体誰が俺たちの町を
占領させるようなことをしたのだ？ 
董志英 それに、あの連中が人を捕まえる手伝いをしているのは、あなたであって、私な
のよ。私たち、こんなに若いくせに、こんな道理に背くようなことをしているなんて、
何てことでしょう。こんなこと一体いつになったら終わるのよ。 
田雅禅 声が大きい！小さい声で！（立ち上がり、左右を窺い、また座る。）(注 17) 
董は密告者だったのである。この場面になって、改めて、以前小馬児が董に「重慶に行
く」と告げたことが、如何に危険なものであったかということを思い知らされることにな
る。もし董が密告すれば小馬児は逮捕されていたのだ。 
 (２) 〈董志英も｢重慶に行く｣と言う〉 
この、董や田に密告をさせている組織は非常に恐ろしい。誰でもいったんこの種の組織
の中に入ってしまうと、簡単に逃げ出すことはできなくなってしまう。常に組織の監視の
目が光っている。一体誰が組織の人間かも分からない。少しでも変な素振りをすれば確実
に鉄砲の弾が頭を貫くことになる。だが、この仕事はもうしたくない。同胞を密告したり、
殺したりするのは、人間らしい心を無くせば、まだ耐えられることもできるかもしれない、
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が、人間なのだから人間の心を無くすのは難しい。だから良心が咎め、苦しむのである。
この地獄の苦しみから抜け出すために阿片、酒などに頼り、神経を徹底的に麻痺させるし
かない。こんなふうに田は考えている。 
しかし、それも真の解決にはならないだろう。ではどうすればこの苦しみから脱け出す
ことができるのか。 
董志英 （ちょっと考えて）雅禅、私、あなたと結婚しても良いわ。もしあなたがアヘン
を止めて、私と一緒に行くなら。 
田雅禅 どこへ行く？ 
董志英 重慶へ行きましょう。(注 18) 
一方、董は自らが組織の者に殺されるかもしれないが、たとえそれでも「重慶に行く」
と覚悟を決めたのである。ここが田とは違う。董の言葉は、もう殺されてもかまわない、
死んでもかまわないと思い切ったと解釈できると考える。もはやこの覚悟をしなければ、
おそらく今の心の苦しみ、この現状を脱け出すことはできないのである。だから、もし田
が本当に董を愛しているなら、もし自分のやっていることが非道なものと感じ、人間の良
心に苦しみ続け、阿片や酒に走るぐらいならば、ここで覚悟を決め、董に「一緒に重慶に
行く」と答えねばならないのである。 
(３) 〈悪玉、管一飛の再度の出現〉 
だが、ちょうど田が董に返答をしようとしたその瞬間、その場に、またしても管が現れ
る。だから、結局、田が覚悟を決めたかどうかは、不明のまま残される。 
管一飛（忽然と後ろから出てくる）誰が重慶に行くのか？ 
董志英・田雅禅 （驚愕して）ああ！ 
管一飛 （きわめて自然に）俺は、聞いているんだ、それで、どうなんだ、一体誰だ、誰
が重慶に行くのだ？(注 19) 
｢重慶に行く｣という言葉を発した途端、管が出現するというパターンである。もっとも
聞かれたくない相手に聞かれてしまった。ここでは、第一幕の鳳鳴との場合と同じ展開が
使われている。そして、第一幕でもすでに明らかなように、このチャンスを管が簡単に逃
すわけがない。このように第一幕と第二幕は、基本的には、同じパターンが繰り返されて
いるのである。 
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五 
 
(１) 〈管一飛の正体〉 
ところで、この管は一体どのような人物なのか。管の行動は必ずしも｢日本人｣のためと
も言い切れないように見える。だとすれば、彼は何故このような卑劣なことをするのか。
彼の真の目的は果たして何なのか。このようなことについて、自ら語る台詞がある。 
管一飛 話せば長くなる。俺は一度漢口に行ったことがある。だが、そこでは官職も得ら
れなかったし、お金も得られなかった。だから帰ってきたのだ。ここに帰って来たの
だから、ここに落ち着くしかない。偉そうに言えば、俺にはまだ少しばかりの才能が
ある。だから、社会に埋もれ、年老いて惨めな形で死ぬなんてとてもできない。俺の
妻、財、子、禄はみな並以下だ。しかし、この歳になって、これをどうにかしようと
すれば、もう、この稼業以外には頼れるものは何もないだろう。そこで長いこと思案
した。その結果、（この稼業を使って）、今、私は自分の妻を決め、自分の家を見つけ、
それらを、この二日で、どちらも手に入れようと決心したのだ。もしこれがうまくい
けば、おそらく、少しは財ができるだろうし、或いはもしかしたら比較的良い地位だ
って手に入れることができることになるかもしれない。(注 20） 
管は政府の移転に従い武漢まで行った。だが、武漢の中国政府は彼を役人に採用しなか
った。彼の官僚としての能力、資質、或いは思想に何か問題があったのか、これについて
ははっきり分からない。ただ、はっきりしているのは、彼を用いようとはしなかった、と
いうことだけである。これを彼の言い方で表現すれば、武漢では「官職」「お金」を得ら
れなかったということになろう。だから北京に帰ってきたのである。 
だが、北京に帰ってきたら、日本北京占領政府の統治組織の中には入り込むことができ
た。これに入れたのは、その仕事が、｢日本人｣は最も必要とするが、まともな中国人であ
ればひどく厭がる同胞を密告、弾圧、捕縛するといったことだから、である。ところが、
彼はこの仕事に就けたことを好機と捉え、この仕事を利用して「官職」と「お金」を獲得
しようと考えているのである。 
なお、この、管がこの類の組織に入った動機としている「官職」と「お金」への執着で
あるが、この執着は、この劇の作者が小説のジャンルでもずっと問題にしてきた、旧社会
に於ける「役人」のそれを彷彿させる。(注 21)管にすれば、このような仕事に就けたこと
も｢役人｣なったということであり、「役人」の職にあって目指すは「官職」と「お金」な
のである。ここに見え隠れしているのは所謂「昇官発財」といわれるものであり、管は「日
本人」統治下の北京でそれを成し遂げようとしているのである。 
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つまり、この物語には、実際には、まるで「役人」としての志も能力もない人物が、こ
ともあろうに、「日本人」に占領されているこの時期に、この北京で、旧社会の「役人」
の夢を追いかけているという、ある意味では非常に滑稽な図式がここに投入されている。 
(２)〈管一飛、董志英･･･「妻」を手に入れようとする〉 
では、管は董に何を要求するのか。以下の台詞でこれを明らかにしている。 
董志英 お宅に奥さんがいらっしゃるでしょう。それなのにどうして妻を娶るとか娶らな
いなどとおっしゃるのですか。 
管一飛 中国の妻はもともと多数だった。この歳になって、まだ単数なのが大きな間違い
なのだ。 
董志英 誰に決めたのですか？私たちがどんなふうに手伝えるのですか。 
管一飛 すぐ目の前にいる。「お前」だ。「お前」に決めた。(注 22） 
管はたったの「二日」で｢家｣と「妻」を手に入れると言った。実際に、第一幕で、彼は、
すでに呉鳳鳴から彼の家を奪い取り、そして、今度は「妻」を手に入れようとしているの
である。ただ、管の、この時の「妻」というのは、旧社会の高官、金持ちがそうであった
ように、自らの成功のシンボル、その結果得た社会的地位の高さのシンボルとしての複数
の「妻」であると捉えるべきだろう。 
ここでも管は、以前に鳳鳴に面と向かって｢お前の家が欲しい｣と言ったように、今度は、
目の前の董に向かって「お前に決めた」などと言っている。鳳鳴の時と同じパターンであ
る。平和時であれば、｢複数の妻｣など身の程知らずと人に笑われる発言なのである。この
種の人物の、この行動、言動をどう捉えるか。一見余りに大胆、傲慢且つ乱暴であるよう
に見えるが、寧ろこの言動は非常にこの人物の単純且つ幼稚の表現であると取りたい。だ
からこそ、ここには底知れない怖さが漂っている。 
(３)〈管一飛、董志英を従わせようとする〉 
鳳鳴の時には、鳳鳴は何も言わずに管の要求を承知した。だが、董は管の要求を頑とし
て拒否する。だから、管としては董を手に入れるためにどうにかして屈服させなければな
らない。次に、管がどのよう手段を使い、望む物を手に入れようとするのかを見てみよう。 
① ･･･「日本人に報告する」を使う。 
管一飛 志英、お前も、大人しく座っていろ！志英、お前、鳳羽たちを庇って報告しなか
ったな。これは職を怠った罪になる。･･･（略）･･･俺はすぐにそのお前の綺麗で、誇
り高い首を地面に落とさせることができるんだぞ。だが、俺は決して残忍な人間では
ない。そこで相談だ。志英、お前、俺のものになれ。そうすればお前は仕事から足を
洗い、家で楽しくやっていられるぞ。･･･（略）･･･(注 23) 
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管は、董が鳳羽と小馬児が「重慶に行く」と言っていたことを上層部に報告せず、しか
も自らも「重慶に行く」と言っていたことを突き止めた。これを利用し、管は、彼女を自
分の意のままに従わせようとしている。この展開では、｢日本人｣の残酷な性格、行為の物
語が管の口から話される。もし任務を怠っていたという事実が発覚すれば、｢日本人｣は直
ちに逮捕し「（董の）綺麗な首を切り落とす」のである。第二幕になると、この種の｢日本
人｣の残虐行為の物語は、このように管の脅しという形で紡ぎ出されている。 
② ･･･「日本人に渡す」を使う。 
どうしても承知しない董に、管はさらにもっと恐ろしい「日本人」の残虐さを持ち出す。
「日本人」はお前のような女性を娼婦のように見なし、そして弄ぶ等というものである。 
管一飛 ･･･（略）･･･お前のような女はな、日本人の眼には、女芸人、天橋で俗曲を歌
っている娼婦、こういった者と同じに映っているんだぞ。お前はすでに自分の魂を売
り渡したようなヤツなのだから、汚れてないとか、貞節なんて持ち出すなんて、とん
でもないことだ。良いか、それに較べれば、俺のものになるというのは、途轍もない
幸運なのだぞ。万が一、日本人に弄ばれれば、どうなると思う、数日もしないうちに
たちまち妓女に変わってしまうぞ。そうなったら、もう終わりだ。さあ、どうする、
しっかり考えてみな。(注 24) 
ここでも管は「日本人」の恐ろしい実例を持ち出し、「日本人」の餌食にするぞと脅かし
ている。だから、もしあくまで自分に従わねば「日本人」の群れにお前を投げ込んでしま
う。そうなれば妓女としてしか生きてゆけない。それでの良いのか。これに較べれば、承
知して「俺のものになるのは途轍もなく幸運なのだ」という展開になっている。 
それでもなお董は屈しない。「死んでもあなたのところへは行かないわ」と拒み続ける。
そんな彼女を、管は更に脅し続けることになる。 
 
 
六 
 
(１)〈管一飛の「望むもの」の手に入れ方〉 
これまでの場面の分析から、管の「望むもの」の手に入れ方のパターンを抽象化すると
次のようになると思われる。 
 
相手の秘密情報を握る。その情報の重大性でもって相手を脅し自分に従わせる 
↓ 
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それでも相手が従わねば、「日本人」の残虐さで脅し自分に従わせる。 
↓ 
↓ 
そして、利用価値が無くなれば、実際に「日本人」に売り渡す（ことが予想される）。 
 
このパターンから次のことが言える。 
① 管の要求はとてつもない、人を唖然とさせるようなものである。 
② この管の背後に「日本人」が居て、彼の行動、言動を保証している。 
③ この展開では次第に管が話している「日本人」の残虐性のレベルが上がって行くこ
とになる。 
④ 管にとって「望むもの」を獲得するためには、「日本人」が凶暴、残虐であればある
ほど都合が良い。 
⑤ また、このパターンには、例え実際はそれほど「日本人」が凶暴、残虐で無かった
としても、管の話の中で、｢日本人｣が実際より何倍も凶暴、残虐なものとして仕立
て上げられる可能性が含まれている。 
⑥ しかし、ただ、この相手を服従させる方法自体は、明らかに余りにも単純、幼稚で
あるという印象も生じているように思われる。 
(２)〈作品の構造〉 
これらのことから、この劇の基本的な作品世界を以下のように考えることができる。 
 
庶民←（圧迫）（弾圧）←手先(管一飛)←･･･（漢姦・「日本人」） 
 
管は庶民に何度も悪辣なことをする。庶民は、管が小さな権力しか持ってないことを知
っているのに管の悪辣さを止められない。それは、庶民が、管の背後に漢姦や｢日本人｣が
居て、管に手を出せばどのようになるのか分かっているからである。 
このような状況の下で、管は誰もが驚く唾棄するような下劣な行為を再三再四、程度を
上げながら繰り返し行う。このメチャクチャな行為に最初は我慢するが何度も直面すれば、
やがて庶民は、管の背後にいる漢姦、「日本人」の存在が忌々しいものに思ってくるだろう。
この結果、庶民（と観客）は以下のように反応することになる。 
それでもなお相手が従わねば、さらにより以上の｢日本人｣の残虐さで脅し自分に従わ
せる。 
157
  
 
庶民(と観客)→（憤怒）（憎悪）→手先(管一飛)→･･･（漢姦・「日本人」） 
  
管から圧迫、弾圧を受けた側の庶民(観客)には、最初は管に対して抵抗できない悔しい
思いをし、こんな状態になってしまったことを悲しむだろう、そして後に、それは彼に対
する憤怒、憎悪の感情に変わっていく。さらに、この感情は、やがて、彼をそうさせてい
る漢姦、さらには「日本人」に向くことになるだろう。そしてついには、観客は漢姦や｢日
本人｣に猛烈に腹を立て始めるのである。それも段々大きくなる。 
ただし、この形式を成立させるためには幾つかの条件がある。それは（1）管の下劣な行
為の背後にあるものを強く意識させること、（2）観客の管に対する恨み、怒りを管の処で
ストップさせないようにすることの表現、工夫が必要になる、ということである。これを
満足させるために使われているのが、管を戯画化して、管を無知で、幼稚で、単純な人物
と観客に印象づける表現であると考える。 
この劇では、この形で作者は観客に｢抗日｣の感情を持たせようとしているのである。だ
が、この劇の「日本人」攻撃はこれだけに終わってはいない。 
 
 
七 
 
第三幕には新しい展開がある。ここには、管一飛が日本人の酉島七郎と漢奸の大物の胡
継江を担ぎ出し、「世界平和の会」を立ち上げようとしている物語がある。このうち会を設
立する理由、或いは経営の仕方などを検討することによって、作者が、管という登場人物
を使い、「日本人」をどのような形で諷刺しているのか示してみたい。 
(１) 〈管一飛が世界平和の会を設立する理由〉 
何故このような会を設立するのか。管がこの目的を述べる台詞がある。 
管一飛 ･･･（略）･･･先生、私が世界平和大家会にやっと目鼻を付けることができました
のに、ここで先生が辞められることにでもなれば、我々はどうしたら良いか分かりま
せん。この会の関係は広く、是非ともあなたの指導に依らなければならないのです。
宜しいですか。現在、河北平和会、全華平和会、東アジア平和会、太平洋平和会があ
ります。それぞれに多くの人がいて、それぞれに多くの金がある。そこで我々が世界
平和会を作って、全部を包括するのです。ゆっくり、我々がそれぞれ攻撃し、それら
の人、それらのお金を、全部吸収します。考えて見てください。私たちの勢力は八倍、
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十倍と拡大するのですよ。(注 25) 
管は「世界平和の会」の設立を「世界平和」などとは全く関係ない「お金儲け」、「勢力
の拡大」のためにしか捉えてないことが分かる。だから管のような人物たちが組織に入っ
てしまうと、この組織はたちまち腐敗したものに変わってしまうのである。 
(２) 〈「日本人」に気に入られるために〉 
このような「会」を作っても、如何に運営してゆくかということになれば、それはそれ
で相当な困難が予想される。 
「日本人」が北京を軍事力で占領しておいて、占領政策に於いて自らの占領を「平和」
のためと称して正当化しても、中国人は絶対に納得しない。これに反抗する人は必ず出て
くる。だが、もしこれに反抗すれば、占領政府は、この「平和」を乱すものとして激しく
弾圧し或いは逮捕し、そして処刑する。このことによって民を従わせようとするだろう。
この時、管のような人物は、どのような役割を果たせばいいのか。 
管一飛 ････（略）････我々は少なくとも日本人よりもずっと厳しくしなければなりませ
ん。そうしてこそ、我々の有用性をはっきりさせることができ、我々の仕事ぶりをア
ピールできるのです。例えば、日本人が一匹の犬を撃ち殺したのに、我々が一羽の鶏
を殺しただけでは、何処に人の注意を引けるでしょう。そうではなく我々は少なくと
も一匹の駱駝を殺して、みんなに見せなければならないのです。(注 26) 
この時の管たちの役割は、「日本人」の手法を模倣し、さらに数倍もの残酷さで以て弾圧、
逮捕、処刑を行うことである。こうすれば、北京の庶民に恐れられ、｢日本人｣には気に入
られるのである。 
管一飛 武装平和！武装平和です！我々は町中の学校を大々的に摘発し、遍く良民証に交
換させ、重慶のために働く者を掃討し、重慶に心を寄せる思想を取り除く必要があり
ます。このようにすれば、町中、つまるところ鶏も猫までも不安になり、これによっ
て人々は我々に注意を向けるはずです。我々に注意を向ければ、我々におもねり、我々
を恐れるはずです。こうなれば、恐らく日本の天皇さえも我々をお召しになるに違い
ありません。(注 27) 
さらに、武力で徹底的に弾圧し、「日本人」に反抗し「重慶」に協力する者たちを根こそ
ぎ消滅させる。こうして北京全体を恐怖のどん底に突き落とす。管はこうなることを面白
がっているふうでもある。 
（３）〈「日本人」が管一飛を用いている愚かさを「笑う」〉 
ここでの台詞には誇張が施され、それに伴い管は戯画化されている。これらの表現に、
管は、中国にとって厄介であると同時に、実は日本側にとっても非常に厄介な人物である
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ことが見て取れるのではないか。 
管は､平和時なら、役人になれるどころか、近所の人だって相手にされない人物なのであ
る。さらに悪いことに、自らに能力があると思い違いをし「役人」になりたがる。「役人」
になれば、「お金」も「地位」も得られると考えてのことである。もし平和な時期であれば、
一笑に付されてそこで終わりになった可能性もあった。だが、今、「日本人」が北京を占領
し、このような人物を登用してしまった。ここに問題が生じている。 
① もともと管が組織を作る目的は「お金」「地位」「勢力」を得るためだから、｢世界平和
の会｣という機関は、管の手にかかるとたちまち腐敗し始める。そうなれば、この機関
は、本来の意味での｢世界平和｣ためには、何も役に立たないばかりか、却って社会に
害を垂れ流すような迷惑な組織に変わってしまう。 
② 管には｢国｣「民」｢同胞｣のために働くという考えは全く無い。いつも「お金」「地位」
「勢力」が第一である。だから｢国｣「民」｢同胞｣を犠牲にしても一向に平気なのであ
る。これから考えると、管のような人物は「お金」「地位」「勢力」を得られるのであ
れば、自国や自国民がどうなろうと、何処にでも、誰にでも協力することになる。た
とえ｢日本人｣であろうが、或いは他の国のであろうが、何の抵抗を感じることもなく
協力するだろう。また、同時にこれらの機関が、それを保証しなければ、自国を見捨
てたのと同じように、その機関を簡単に見捨てるに違いない。 
③ 管は「お金」「地位」「勢力」のために｢日本人｣の｢役人｣であり続けたいと願っている。
｢役人｣でいるためには｢日本人｣の機嫌を取らねばならない。「日本人」は残虐だから、
｢日本人｣が喜ぶと考え、その残虐を先取りし、その何倍もの残虐さで以て同胞を取り
締まり、逮捕する。この結果、北京の庶民の被害はさらに大きくなり、一方「日本人」
に対する風当たりは数段激しいものになって行くだろう。こうして今までの何倍の速
度で「日本人」はますます評判を落とし、中国の人々に憎まれることになるだろう。 
今「日本人」が手先として使っている管は、このような人物なのである。彼には｢日本人｣
に役に立つ点は全くないといってよい。それどころか、中国はもとより、｢日本人｣にも却
って被害を与えている。しかもその被害は甚大である。それだけではない。実は管の害は｢日
本｣とか｢中国｣という枠を超える。管は、たとえどのような組織であってもそこに入り込め
ば内部から崩壊させる因子を持っており、絶対に自分の処へ取り込んではいけない人物な
のである。この事実を知っていたのか、武漢の中国の政府は彼を使わなかった。だが、｢日
本人｣は、この事を知らないのか、このような管を使っているのである。だから、｢笑える｣
のである。作者は、明らかにこの劇をこのように仕立てている。つまり、この部分は「日
本人」の、この｢管を使う｣という愚かな行為を、日本や中国という｢国家｣の枠を超えた高
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見に立って皮肉り、｢日本人｣を笑っていると解釈することができるのである。 
 
 
八 
 
最後に、これまでの考察結果を基にし、劇の結末を解釈してこの論考を終わりたい。 
(１) 〈管一飛が董志英を胡継江のもとに行かせようとする。〉 
管が世界平和大会の主席に担ぎ出したい胡が、董を一目見て気に入る。そこで、管は会
設立ために董を屈服させ、胡のもとへ送り込もうとする。この場面をまず見てみよう。こ
こまで董は管の脅しに一度も屈したことはなく、この要求も一度は拒否する。そこで管が
言い始めたのが以下の台詞である。 
管一飛 お前に末路の見本を見せてやろう。 
董志英 どういう見本よ？ 
管一飛 昨日の出来事について言ってやろう。ある一人の娘に花田有雄と酒の相手をさせ
ようとした。だが、そいつはどうしても承知しなかった。そこで、俺はそいつをどう
したと思う。そいつに口がきけなくなる針を打ってやった。そうすると、大声で泣い
ても声が出ないし、叫んでも声は出なくなる。（そうなれば後は）ただ大人しくその人
物と寝るだけしかない。どのみち日本の友人はほとんど中国語が分からないのだから
から口がきけない美人でも（かまいはしない）やっぱり同じように嬉しがった。お前、
そいつを見てみるか。 
董志英 誰よ？ 
管一飛 お前の親友だ。 
董志英 小馬児なの？でも彼女、（北京から）出て行ったんじゃないの？ 
管一飛 出て行ったさ。でもまた帰ってきてもらった。（部屋の入り口まで行く）オーィ
小馬児！志英が会いに来たぞ。（ドアを開く） 
董志英 （急いで数歩駆け寄る）小馬児！小馬児！ 
小馬児 （顔色は真っ青、髪は散乱し、半ば死んだような様子。ゆっくり出てくる。董に
向かって口を開くも、声が出せず、涙が雨のように流れ落ちる。） 
董志英 小馬児！小馬児！（近づいて行って、彼女を抱きしめ、大声で泣く。）(注 28) 
これまで管は董に再三お前を「日本人」の餌食にしてやると言っていた。この場面から
すれば、これは単なる脅しではなかったのだ。さすがの董もこの小馬児の姿を見て、管の
言葉に従うことにする。だがこれは決して管に対する屈服ではなく、自分の身を捨て小馬
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児を救おうと思ったからなのである。 
管は自分の目的を達するために何でもするという唾棄すべき一面が、ここで改めて強烈
な形で描き出されている。この物語の中で小馬児がどのように描かれているかを考えれば、
ここに来て、間違いなく観客の悔しさ、悲しさ、そして怒り、憎しみは、涙を伴い頂点に
達するに違いない。この気持ちは｢日本人｣へ向かって行っているのだろうか。或いは作者
はどのようにして｢日本人｣に向かわせているのだろうか。 
（２）〈管一飛の最後の場面〉 
第四幕は、胡宅の花園での世界平和大会開催当日の場面である。最後の準備が終わり、
動員する連中も集められ、大会がまさにこれから開かれようしていた。この時、群衆が突
然騒ぎ始め、銃声が二発鳴り響いた。 
董志英 （服に血をつけ走ってくる）菅！あなたの酉島将軍と胡委員を見に行ってごらん。 
管一飛 あの方たちがどうしたんだ？ 
董志英 二人とも死んだわ。 
管一飛 誰が刺客だ。一体誰が･･･。 
董志英 私よ。 
管一飛 お前だって？ 
董志英 私、これで自分を許せるわ。 
管一飛 （撃とうとする） 
呉鳳鳴 （躍り込んでくる）管一飛！私が殺した！信じない？見ろ、これが二人の耳だ。 
管一飛 お前、俺も殺したいのだろう？ 
呉鳳鳴 お前なんか殺す値打ちもない。(注 29) 
この劇の中で最も憎らしいと思える人物である（はずの）管を、この場面で鳳鳴が「お
前なんか殺す値打ちもない」と言い、ピストルで撃たないのである。この態度に違和感を
覚えないだろうか。でも、鳳鳴も小馬児を愛していたのだ。だから、現実であれば、鳳鳴
の、管に対する恨みの大きさからすれば、鳳鳴がとてもこんな冷静なことを言うなど考え
難い。これの態度は不自然ではないのか。 
（３）〈呉鳳鳴の｢お前は殺す値打ちもない｣の解釈〉 
では、この「殺す値打ちもない」という言葉をどのように解釈すれば良いのか。 
この時期の北京の状況から推察すると、実際に管一人を殺しても何も変わらないだろう。
すでに、この作品の基本構造で示したように、管のこのとんでもない行為を背後で保証し
ているのは「日本人」である。だから、この保証が続く限り、管のような人物は次から次
に北京に現れ、また同じことをし続けることになるだろう。作者が問題にしようとしてい
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るのは、まさにこの部分なのである。もし管に恨みを集中させ、最後に殺すことになれば、
作品が個人的な怨みの段階で終ってしまう可能性が生じてしまう。これだけは避けたいと
いう作者の思いがここに表れていると考えて良いのではないか。 
たとえいくらか不自然さは残るにしても、その危険を冒してでも、このような展開にし
たい、そうして自分の主張を出したいという作者の強い意志がここに働いていると考える
べきだろう。(注 30) 
 
 
おわりに 
 
日本軍占領下の北京が舞台ということになれば、老舎の長篇小説『四世同堂』がすぐ頭
に浮かぶ。劇と小説のジャンルの違いはあれ、明らかに管一飛のような人物は『四世同堂』
にも登場している。(注 31)、今回、このことについては本文では触れなかったが、今回の
考察から、この作品での創作法が『四世同堂』に取り入れられているということは、充分
考えられる。また、今回の考察でも明らかなように、この劇もやはりかなり高い完成度に
達し、面白い作品世界が出来上がっている。この小論で、この点をいくらかは示すことが
出来たのではないか。また、この劇は滑稽劇といえると考えている。特に管が登場する場
面はそうである。管は、世が世であれば、簡単にひねり潰せるほどの人物なのである。そ
の人物が平気で悪辣なことをする。だから、上演ということになれば、管という人物は非
常に独特で、実際に演じるのはかなり難しい。この劇の上演の出来は、管という人物の性
格をどのように捉え、作品での役割をどう理解して、それを如何に演じるかにかかってい
ると言っても良いだろう。 (注 32) 
老舎の劇はまだある。またさらに、続けて重慶時期の劇、或いはそれ以後の劇を検討し
て行きたいと考えている。（完） 
 
 
注 
この小論のテキストは『老舎全集 9』（人民文学出版社・1999）に収められているものを
使用した。したがって、以下の【注】に付されている作品のページは、『老舎全集 9』のも
のである。なお、この作品は『老舎劇作全集 1』（中国戯劇出版社・1982）や『老舎文集第
10 巻』（人民文学出版社・1986）等にも収められている。 
(1) 『誰先到了重慶』は『中国青年』の第 7 巻第 1 期（1942 年 7 月 1 日）から第 7 巻 2､3
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期合刊(同年 9 月 1 日)まで連載された。単行文は聯友出版から 1942 年 2 月に出版され
ている。(『老舎年譜 上冊』・張桂興編撰・上海文芸出版社 p.378) 
(2) 老舎は長篇小説『老張的哲学』で文壇登場に登場した。この作品は『小説月報』第 17
巻 7 号(1926 年 7 月)から第 12 巻 12 号(12 月)まで連載され､この後長篇、短篇を続けて
発表し行く。白話劇を書き始めるのは盧溝橋事件以後、中国政府の重慶移転に伴い、
老舎もそこに移り住むのだが、それからのことである。 
(3) 拙論「老舎『残霧』試論」（八戸工業大学紀要第 25 号・平成 18 年 2月）、 拙論「老舎
『国家至上』試論」（八戸工業大学紀要第 26 号・平成 19 年 2月）拙論「老舎『張自忠』
試論」（八戸工業大学紀要第 27 号・平成 20 年 2月）拙論「老舎『面子問題』試論」（八
戸工業大学紀要第 28 号・平成 21 年 2月）拙論「老舎『大地龍蛇』試論」（八戸工業大
学異分野融合科学研究所紀要第 8 巻・平成 22 年 3 月）拙論「老舎『帰去来兮』試論」
（八戸工業大学紀要第 30 号・平成 23 年 3月）で論じたことがある。 
(4) 日中戦争時期の劇については杉本達夫氏の『日中戦期 老舎と文芸統一戦線』（東方書
店）の先行研究がある。氏はこの中で｢文学史が郭沫若の一連の史劇や茅盾の『清明前
後』をはじめ、抗戦期の劇作家と作品に多くの紙面を割いているなかで、老舎作品に
関する記述の少なさは、老舎の劇作品の二重の小ささの表現であり、作品が長い生命
を持ち得なかった事の表現である。｣（「老舎と抗戦劇」p.170）と述べている。この点
についての筆者の見解は注(3)に挙げた論文の中で述べている。 
(5) 小説と劇との比較はまだ行っていない。だが、小説については以前論じたことがある。
一つだけ挙げれば、例えば、顕著に違うのは、｢抗戦劇｣は作品の中に出てくる問題が、
基本的には｢ハッピーエンド｣になり、一方、小説の場合は、問題解決が放置されたま
ま終わるパターンが多く見られる。注(3)を参照。 
(6) 注(3)の成果のことである。 
(7) 『誰先到了重慶』p.541 
(8) 老舎は現在の北京新街口南大街小楊家胡同 8 号に生まれた。以後、小学校、中学校、
師範大学時期もここで暮らし、さらには小学校の校長､役人等もここで行った。だから、
言うまでもなく、北京はこの地を知り尽くしている。 
(9) これまでの作品の、それぞれ第一幕のト書き於ける場所設定の部分を上げると以下の
ようになる。『残霧』(1940)－重慶。『国家至上』(1940)―河北の某県の某鎮。『張自忠』
(1940)―河南道付近の某村。『面子問題』(1941)―重慶郊外。『大地龍蛇』(1941)―重慶。
『帰去来兮』(1942)―重慶。これから明らかなように、以前の劇に北京を舞台にしたも
のはない。 
164
  
(10) 重慶市内にこう呼ばれる建物があった。 
(11) 『誰先到了重慶』p.541 
(12) 『誰先到了重慶』p.547 
(13) 『誰先到了重慶』p.550 
(14) 『誰先到了重慶』p.559 
(15) 『誰先到了重慶』p.560 
(16) 『誰先到了重慶』pp.560-561 
(17) 『誰先到了重慶』p.562 
(18) 『誰先到了重慶』p566 
(19) 『誰先到了重慶』同上 
(20) 『誰先到了重慶』p.567 
(21) この種の役人を描いた小説は多い。『老張的哲学』『離婚』などの作品がすぐ思い浮か
ぶ。劇でも『面子問題』がそれである。この旧社会に於ける役人思想を理解すること
が､老舎の作品を理解する第一歩であると思う。 
(22) 『誰先到了重慶』p.567 
(23) 『誰先到了重慶』p.568 
(24) 『誰先到了重慶』同上 
(25) 『誰先到了重慶』p.583 
(26) 『誰先到了重慶』p.584 
(27) 『誰先到了重慶』p.614 
(28) 『誰先到了重慶』pp.586-587 
(29) 『誰先到了重慶』p584 
(30) 実はこの型の終わり方は他の作品にもある。例えば『残霧』である。このことは拙論
「老舎『残霧』試論」（八戸工業大学紀要第 25 号・平成 18 年 2月）で書いた。もっと
言えば、老舎の創る「抗戦劇」では、｢ハッピーエンド｣が基本で、たとえ物語で扱わ
れている問題が解決できないという矛盾があったとしても、強引にでも、ある種の決
着をつけなければならないという方針を取っているような気がする。これが、まず、
小説と｢抗戦劇｣との大きな違いかもしれない。 
(31) 拙論「老舎『四世同堂』試論」(八戸工業大学紀要第 23 巻 pp.123-139)を参照。 
(32) ここでは特にこの作品と小説との関係は触れていないが、この管のような人物は、実
は老舎の小説作品にはしばしば登場している。1939 年に出版された短編集『火車集』の中
に収められた短編作品の幾つか、或いは以後の『火葬』『四世同堂』がそれである。これら
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の人物ついては、拙論「老舎『火葬』試論」（八戸工業大学紀要第 22 号・pp.67-81）「老舎
『火車集』試論――戦争表現を巡って――」（八戸工業大学紀要第 24 号・pp.171-186）、ま
たは(注 31)の文章で述べたことがある。 
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